
う
る
ま
市
全
域

地
震
・
津
波
避
難
訓
練

各
地
で
多
発
す
る
豪
雨
に
よ
る

水
害
、
土
砂
災
害
な
ど
自
然
災
害

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
住
む
、『
う
る
ま
市
』
は
、
長
い
海
岸
線

に
加
え
島
し
ょ
地
域
や
離
島
を
有
し
、
沿
岸
部
や

低
地
帯
に
多
く
の
住
宅
地
や
商
業
地
な
ど
が
形
成

さ
れ
て
い
る
地
理
的
環
境
か
ら
、
津
波
に
対
し
て

十
分
に
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
こ
の
機
会
に
、
突
発
的
に
発

生
す
る
地
震
・
津
波
へ
の
備
え
と
し
て
「
自
分
が
住

ん
で
い
る
場
所
（
通
勤
・
通
学
地
）
の
地
理
的
環
境

を
知
る
」「
家
具
の
固
定
や
建
物
の
耐
震
化
」
及
び

「
食
糧
・
飲
料
水
の
備
蓄
」
を
行
い
、
地
域
や
各
家
庭

で
「
避
難
経
路
や
避
難
場
所
な
ど
」
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

　
わ
が
国
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
津
波

対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
　
月
５
日
を

「
津
波
防
災
の
日
」
と
定
め
、
全
国
一
斉
に
地
震
・
津

波
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
訓
練
の
想
定
】

　
令
和
元
年
　
月
５
日
、
　
時
　
分
頃
、
沖
縄
本
島

全
域
で
非
常
に
強
い
地
震
が
観
測
さ
れ
た
。
気
象

庁
は
、
こ
の
地
震
に
よ
り
、
巨
大
な
津
波
が
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
　
時
　
分
に
沖
縄

本
島
地
方
に
大
津
波
警
報
を
発
表
し
た
。

【
訓
練
の
内
容
】

①
緊
急
地
震
速
報
対
応
訓
練

　
う
る
ま
市
全
域

　
（
広
報
・
伝
達
・
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
）

②
津
波
災
害
広
域
避
難
訓
練

　
　
う
る
ま
市
内
の
海
に
面
し
て
い
る
地
域
や
河

　
川
沿
い
、
低
地
帯
地
域
等
の
津
波
時
に
避
難
を

　
要
す
る
地
域
を
対
象
と
し
ま
す
。

【
訓
練
の
周
知
方
法
】

　
訓
練
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
か
ら
サ
イ
レ

ン
及
び
最
大
音
量
で
の
放
送
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
携
帯
電
話
会
社
が
提
供
す
る
『
エ
リ
ア

メ
ー
ル
や
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
以
下
「
エ
リ
ア

メ
ー
ル
等
」
と
い
う
。
）
』
を
活
用
し
、
訓
練
当
日

の
　
時
　
分
頃
に
市
内
に
あ
る
携
帯
電
話
へ
情

報
の
一
括
配
信
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。（
自
動

車
等
の
運
転
中
の
方
は
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
が

鳴
っ
て
も
運
転
に
専
念
し
て
い
た
だ
き
、
運
転

中
の
携
帯
電
話
の
操
作
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
）

【
訓
練
に
参
加
す
る
際
の
注
意
】

　
市
民
や
企
業
・
事
業
所
等
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、津
波
避
難
訓
練
に
参
加
す
る
場
合
、各
家

庭
や
企
業
・
事
業
所
そ
れ
ぞ
れ
で
避
難
の
経
路
や

避
難
場
所
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。ま
た
、避
難

場
所
ま
で
移
動
す
る
場
合
に
は
、
赤
信
号
で
の
停

止
や
横
断
歩
道
の
活
用
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
を
遵

守
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、避
難
経
路
上
に
警
察

官
や
市
の
職
員
等
が
津

波
避
難
訓
練
の
た
め
交

通
誘
導
を
実
施
し
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
は
訓
練
で
す
の

で
、
怪
我
等
に
は
十
分
注

意
し
、
無
理
な
く
対
応
可

能
な
範
囲
内
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

【
訓
練
中
止
】

　
訓
練
当
日
の
８
時
　
分
時
点
で
、
波
浪
警
報
以

外
の
気
象
警
報
等
が
発
表
さ
れ
て
い
る
場
合

や
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
訓
練
を
中
止

し
ま
す
。
そ
の
際
に
は
防
災
行
政
無
線
で
広
報

し
ま
す
。

地震による揺れから

身を守る行動
【シェイクアウト訓練】

地震発生直後の安全行動1-2-3

訓練に参加される市民の皆様
並びに企業・事業所の皆様へ

　津波避難訓練では、保育所や幼小中学校の児
童生徒たちが、高台へ実動避難をする予定で
す。これらの学校では、限られた職員（先生）で
多くの児童生徒を避難支援しなければならず、
迅速な行動と安全確保が大きな課題となって
います。
　訓練に参加される市民の皆様並びに企業・事
業所の皆様には、避難途中の集団で移動する児
童生徒を見かけましたら、協力できる範囲で構
いませんので、安全確保などの避難の支援をお
願い致します。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

防
災
基
地
渉
外
課  

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

９
７
９‒

６
７
６
０

　
　
　
　
　  

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

９
７
９‒

７
３
４
０

※

訓
練
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
掲
載
し
ま
す
。
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と
い
う
時
に
命
を
守
る
た
め
。

い
ざ
っ
！

実施

511/
10時～10時45分頃

火

令和２年度保育園・幼稚園・認定こども園の利用申込み受付を行います。

詳しくはホームページに掲載致しますので、ご確認ください。

申込期間

場　　所

10月 21日 ( 月 )～11月１日 ( 金 )　
午前９時～午後４時 (予定 )※土・日・祝日除く

うるま市役所本庁舎　東棟３階　大講堂

【対象児童】

　保育園：うるま市民かつ令和 2 年 4 月 1日時点で、生後３ヶ月～小学校就学前までの「保育を必要

　　　　　とする」乳幼児

　幼稚園：うるま市民かつ令和 2 年 4 月 1日時点で、３歳～５歳の幼児

【申込方法】

　新規申込み：保育幼稚園課にて 9 月上旬から申込書を配布。申込期間に市役所にて手続きを行う。

　在　園　児：在園中の園より申込書を受取り、園に申込書を提出する。

※認定こども園の申込み方法は、ホームページにてご確認ください。

 令和

2年度

 令和

2年度

入園申込み案内入園申込み案内

保育園・幼稚園・認定こども園

医療機関・薬局の受診等にあたって医療機関・薬局の受診等にあたって

１. 休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急性の高い患

者さんを受け入れるためのものです。休日や夜間に受診し

ようとする際には、平日の時間内に受診することができな

いか、もう一度考えてみましょう。休日・夜間は窓口負担

も高くなります。

 

２. かかりつけの医師を持ち、気になることがあったらまずは

かかりつけの医師に相談しましょう。

 

３. 同じ病気で複数の医療機関を受診することは、控えましょ

う。医療費が増加するばかりではなく、検査や薬の重複な

どで、体に悪影響を与えてしまうなどの心配もあります。

今受けている治療に不安などがあるときには、そのことを

医師に伝えて話し合ってみましょう。

 

４ . 薬が余っているときは、医師や薬剤師に相談しましょう。

（薬のもらいすぎに注意しましょう。）

 

５. 薬は飲み合わせによっては、副作用を生じることがありま

す。お薬手帳の活用などにより、既に処方されている薬を

医師や薬剤師に伝え、飲み合わせには注意しましょう。

【お問合せ先】　保育幼稚園課　☎973-5427

☎989-5347☎989-5347

国民健康保険課

給付係

国民健康保険課
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15 14市では、民生委員・児童委員を募集しています。詳しくは福祉総務課（☎989－0203）まで ＦＭうるま (86.8MHz) にて、「うるま市広報ラジオ」放送中！（月曜～木曜 正午から 10 分間）


